









































































































































































































































































































・産前・産後休暇・育児休業 (1歳まで)・育児時間 (1日 1時間，有給，1歳まで)
・院内保育所 (昼間・延長・夜間保育は生後8週から小学校就学まで)





















































































学生氏名と出席番号(全員):浅谷朋花 (4)、伊津真紀子 (12)小川舞帆(37) 平沼莱純 (86)
向山綾子(90)山本桃子 (98)
。状況
27歳で外科医局に入局
昨年 (30歳)結婚
今年妊娠、出産予定 (11月末)→初めてで不安
能天気な夫にイライラしている
・父親は定年退職し、専業主婦の母親は趣味に没頭
。問題点
妊娠と学位取得との両立
外科医の仕事がとてもハード
実家が片道 1時間で遠い
周りに相談できる人がいない
。今後仕事と家庭をどう両立させればよいか。
支援制度をよく調べて活用する。
部活の先輩や周りの結婚している女医の先生にお話を聞く
両親に相談して、妊娠・妊娠後の生活などを手伝ってもらう
旦那とよく話し合い、自分たちの状況を客観的に見つめ直す
→友子さんがやり直さなくていいように、家事の手伝い・やり方をきちんと説明する
病院側に出産後の予定を相談
イライラしないようにストレス解消方法を見つける。
保育園を探す
旦那と一緒に子どものグッズを見る→夫との距離が近付く
-35目
87テュートリアノレグループ:16番
代表者氏名:仲原史
学生氏名と出席番号:今井薫子(17)、岩田紘佳(20)、梅田朱音(24)、須田里佳(59)
仲原史(75)、山崎由里江(96)
<現状>
初めての妊娠で不安であるが、夫が能天気で、不満が募っている。
専門医の勉強中である。
実家からの距離が 1時間と遠く、実家のサポートを継続的に受けることが難しい。
仕事は続けるつもりである。
仕事と家の両立のイメージができない。
<問題点>
・夫の理解と配慮が足りない0
.友子が完壁主義である
-友子は実家からのサポートを求める必要がある
.友子の相談相手が夫以外に身近にいない
<解決策>
・学内の支援制度を利用する 0
.部活の先輩に相談する。
・両親のサポートを得る。
-夫と話し合い共通理解を深める。
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